
生態系ネットワークにおける
水のつながり：

生物多様性の保全と減災

研究員 森 照貴
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調査データの共有とそれによる課題の抽出
（調査の不足箇所・不足データ等）

岐阜県水産研究所と
自然共生研究センターの連携



農業水路 水田

河川 わんど・たまり 河口

生態系ネットワークにおける水のつながり 水のつながり（連続性）は
魚類の移動経路として重要



4

自然共生研究センター：●
 河川における調査

約1,000 地点
（文献+水国データ含）

岐阜県水産研究所：●
 水路における調査

約1,200 地点
（約150受益水田）

木曽川・長良川・揖斐川流域

河川と水路、両ハビタットの
魚類データが揃っている。
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河川全地点における出現頻度

水路全地点における出現頻度

河川と水路における出現種と出現頻度
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水路でみられる一方
河川ではみられない種



分断化された河川長
（潜在分布域内）

(km)

生態系ネットワークにおける水のつながりの分断

ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
の
出
現
確
率

ア
カ
ザ
の
出
現
確
率

末吉正尚さんによる発表
潜在分布に基づく孤立生息域サイズと
河川性魚類の在不在の関係



水田総面積（受益面積）
（自然対数に変換，m2）

確
認
さ
れ
た
魚
類
の
総
種
数

落差工のない水系

落差工のある水系

落差工あり（例）

落差工なし（例）

生態系ネットワークにおける水のつながりの分断
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落差工あり 落差工なし

0.0
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水のつながりが河川および水路の魚類相に及ぼす影響

落差工有

落差工がないと
 水路の種数は増加するが

河川の種数は変化なし
 水路－河川の種組成は似る

比較

• 河川が多くの種にとってソース
となっているが、メダカのように
水路依存種も存在する。

• 水路ー河川で群集が類似する
ことで、河川が強力な環境変化
（撹乱等）を受けたとしても、水
路からの供給で速やかに回復
する可能性が示唆される



生物多様性保全と減災の両立を目指した水系ネットワーク
（EcoNet-DRR）

EcoNet-DRR ＝ EcoNet ＋ Eco-DRR

生態系
ネットワーク

生態系を活用した
防災・減災

水害対策としての遊水池
◆全国各地で集中豪雨が増えつつあり、対策として洪水調
節機能を持つ遊水地が全国で造成され始めている。

◆遊水地には、平常時から湛水している湿地的環境、平常
時は水田として利用している半湿地的環境の他、公園や
グランドとしての利用など異なる利用形態が存在。

生物多様性保全から捉えた遊水池の課題
◆利用形態を工夫することで、生物多様性の保全に効果が
あるのか？

◆遊水池が河川に付随する位置に応じて、効果的な形態は
異なるのか？

最上川大久保遊水地（山形河川国道事務所）



どの遊水地の利用形態が淡水生物の
保全に効果的なのか？

課題解決に向けて

氾濫原エリア

実験池エリア

◆実験河川での小規模遊水地を用いた検証

①
②

異なる構造の遊水地を造成し、生物種ごとに効果的な形態を明らかにする

遊水地の形態
①平常時の土地利用
湿地、陸地、水田水路
②河川とのつながり
常時接続、排水時のみ

種
数
や
個
体
数

湿地 水路 陸地

遊水地の形態

造成

調査

10



農業水路 水田

河川 わんど・たまり 河口

生態系ネットワークにおける水のつながり 残された課題



水路側に注目した研究

成果と課題：異なる着眼点を持った研究所の連携によるもの

河川側に注目した研究


